
一
継
吟
社
史
稿
そ
の
五

初
期
の
剪
泓
吟
社
(
以
下
剪
社
と
略
す
)
の
社
員
で
、
明
治
期
に
死
ん
だ
の

は
、
木
幡
黄
雨
、
井
川
雙
岳
、
三
島
睡
雨
、
西
川
潜
齋
(
没
年
順
)
の
四
人
で

あ
る
。木

幡
黄
雨
は
「
島
根
の
百
傑
」
に
伝
を
收
め
る
。
島
根
県
立
図
書
館
の
淵
源

を
成
す
、
私
立
松
江
図
書
館
の
創
立
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
幼
名
礼
之
助
、
の

ち
孝
良
十
三
代
久
右
衛
門
を
襲
名
し
た
。
山
城
国
木
幡
の
出
で
、
慶
長
の
頃

意
宇
(
現
八
束
)
郡
宍
道
に
土
着
し
、
士
地
の
有
力
者
と
な
り
、
松
江
藩
の
御

用
宿
を
つ
と
め
た
。
そ
の
子
十
四
代
久
右
衛
門
は
吹
月
と
号
し
、
島
根
新
聞
社

長
と
な
り
、
文
筆
尺
八
を
よ
く
し
、
戦
後
の
島
根
県
文
化
界
の
重
鎭
で
あ
っ

た
。

出
雲
詩
綜
に
い
う
。

②

名
は
孝
良
宍
道
の
人
、
沢
野
含
斎
に
従
学
纂
刻
に
巧
な
り
。
松
江
図

山

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
四
号

書
館
を
創
立
す
。
明
治
四
十
二
年
没
す
。
年
四
十
三
。

剪
泓
詩
文
第
二
編
に
收
め
る
、
剪
泓
吟
社
姓
名
録
一
(
以
下
姓
名
録
と
略
称

す
る
)
に
は
、

松
江
図
書
館
長
八
束
郡
宍
道
町
、
明
治
三
十
六
年
五
月
入
社
、
四
十
二

年
十
一
月
没
す
。

黄
雨
の
詩
は
多
く
な
い
。
残
さ
れ
た
の
は
次
の
九
首
と
聯
句
四
で
あ
る
。

矧

送
泓
闘
宗
赴
任
石
州
次
其
留
別
甑
(
湘
詣
宗
の
石
州
に
赴
任
す
る

を
送
り
、
其
の
留
別
の
詩
韻
に
次
す
)

④

分
韻
得
元
(
分
韻
し
て
元
を
得
た
り
)
二
首

⑤

松
江
(
松
江
)

⑥

大
山
絶
頂
放
伝
書
鳩
(
大
山
の
絶
頂
に
伝
書
鳩
を
放
3

⑦

し
め

次
芳
川
越
山
枢
相
見
似
韻
(
芳
川
越
山
枢
相
の
似
さ
れ
し
韻
に
次
t

鋤

中
秋
松
崎
水
亭
観
月
(
中
秋
松
崎
水
亭
に
月
を
観
る
)

戊
申
古
中
秋
剪
湘
十
九
集
松
崎
水
亭
雅
集
横
山
耐
雪
有
病
不
来
電
寄
一
詩

⑨

即
次
韻
却
寄
(
戊
申
古
中
秋
、
剪
泓
十
九
集
松
崎
水
亭
に
雅
集
す
。

入
谷

一
九
八
八
年
三
月

介
一
五

仙



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
五

横
山
耐
雪
病
有
り
て
来
た
ら
ず
。
一
詩
を
電
寄
す
。
即
ち
次
韻
し
て
却

寄
す
)

のⅡ

戊
申
十
一
月
念
三
月
米
子
錦
公
園
開
山
陰
詩
人
大
会
賦
(
戊
申
十
一
月
念

三
貝
米
子
錦
公
園
に
山
陰
詩
人
大
会
を
開
き
て
賦
す
)

W

松
江
図
書
館
雅
集
席
上
聯
句
(
松
江
図
書
館
雅
集
席
上
の
聯
句
)

功

送
黄
雨
居
士
遊
朝
鮮
席
上
聯
句
(
黄
雨
居
士
の
朝
鮮
に
遊
ぶ
を
送
る
席
上

の
聯
句
)

田U

独
楽
喬
席
上
聯
句
(
独
楽
鴛
の
席
上
の
聯
句
)

W

独
楽
寓
招
飲
席
上
聯
句
(
独
楽
喬
に
招
飲
し
、
席
上
の
聯
句
)

彼
が
宍
道
の
自
分
の
山
荘
を
、
と
き
ど
き
吟
社
の
詩
会
の
場
に
提
供
し
た
こ

と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
松
江
図
書
館
で
例
会
を
開
い
た
こ
と
も
あ
る
。
の
ち

に
剪
社
が
機
関
誌
の
刊
行
を
始
め
る
と
、
継
続
し
て
松
江
図
書
館
に
寄
贈
し
て

い
る
。
現
在
は
全
一
四
三
編
中
、
七
0
編
の
み
存
す
る
が
、
が
ん
ら
い
は
ほ
と

ん
ど
全
部
そ
ろ
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
図
書
館
の
公
共
性
に

対
す
晶
識
と
と
も
に
、
黄
雨
と
の
旧
誼
も
尊
重
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

⑮

大
山
絶
頂
放
伝
書
鳩

繋
得
音
書
放
太
空
音
書
を
繋
ぎ
得
て
太
空
に
放
て
ぱ

碧
雲
何
処
逐
長
風
碧
雲
何
処
ぞ
長
風
を
遂
う

飛
奴
不
厭
松
江
遠
飛
奴
は
厭
わ
ず
松
江
の
遠
き
を

廿
里
行
程
一
瞬
中
廿
里
の
行
程
一
瞬
の
中

飛
奴
は
唐
の
張
九
齢
が
、
若
い
時
に
鳩
を
家
に
飼
い
、
こ
れ
に
手
紙
を
運
ぱ

せ
て
、
飛
奴
と
名
づ
け
た
故
事
。

詩
と
し
て
は
、
さ
し
て
す
ぐ
れ
た
作
品
と
一
言
い
が
た
い
が
、
大
山
と
い
う
高

山
の
頂
か
ら
、
伝
書
鳩
を
放
っ
て
、
遠
隔
地
と
交
信
す
る
と
い
う
、
新
し
い
実

入
谷
仙
介

エ
ハ

井
川
雙
岳
に
つ
い
て
は
、
出
雲
詩
綜
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

た

名
は
精
一
、
津
和
野
の
人
、
松
江
に
住
み
、
簸
川
郡
長
為
り
。
明
治
四
十

三
年
没
す
。
年
五
十
六
。

こ
よ
、

「
姓
名
録
」

前
の
簸
川
郡
長
石
州
の
人
、
松
江
市
殿
町
に
寓
す
。
明
治
三
十
六
年
四

月
入
社
。
四
十
三
年
一
月
没
す
。

山
陰
新
聞
四
三
年
一
月
四
日
付
に
は
次
の
死
亡
広
告
が
載
っ
て
い
る
。

父
精
一
儀
病
気
療
養
不
相
叶
本
日
午
前
一
時
二
十
分
逝
去
致
候
間
此
段
生

前
辱
知
ノ
諸
君
二
御
報
知
申
上
候
也
尚
来
四
日
午
後
第
二
時
出
棺
八
束
郡
乃

木
村
二
於
テ
神
式
火
葬
致
候
(
以
下
略
)

日
付
は
一
月
四
日
、
男
亮
恭
、
親
戚
総
代
福
田
介
三
郎
、
友
人
村
上
寿
夫

(
琴
屋
)
、
西
川
自
省
(
潜
斎
)
、
毛
利
八
弥
の
連
名
で
あ
る
。
毛
利
は
梁
涯
と

号
し
、
仁
多
大
原
郡
長
。
書
を
よ
く
し
、
島
根
師
範
商
業
学
校
の
書
道
教
師

と
な
っ
た
。
な
お
五
日
付
同
紙
に
、
亮
名
義
の
会
葬
礼
の
広
告
が
載
る
。
恭
は

後
恒
藤
姓
著
名
な
法
学
者
と
な
っ
た
(
一
ハ
ハ
ハ
ー
一
九
六
七
)
。

雙
岳
の
詩
は
剪
湘
集
巻
一
に
一
四
首
と
聯
句
五
、
同
巻
二
に
二
首
と
聯
句
二
、

剪
詩
第
八
編
付
録
の
出
雲
名
勝
詩
文
に
二
首
第
九
編
に
一
首
第
一
 
0
編
に

一
首
第
一
七
編
に
一
首
第
四
四
編
に
二
首
出
雲
詩
綜
に
一
一
首
で
あ
る
。

二

験
を
試
み
る
壮
快
さ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
よ
う
や
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

が
発
達
し
て
、
遠
隔
地
と
の
敏
速
な
交
信
が
要
求
さ
れ
な
が
ら
、
ま
だ
無
線
電

信
は
実
験
段
階
で
あ
っ
た
、
明
治
後
期
の
時
代
相
が
、
伝
書
鳩
に
注
目
さ
せ
た
。



う
ち
名
勝
詩
文
の
二
首
詩
綜
の
う
ち
一
首
は
'
男
泓
集
巻
一
と
重
複
詩
綜

の
一
首
は
第
九
編
と
重
複
す
る
。
け
っ
き
ょ
く
、
す
べ
て
三
二
首
と
連
句
五
と

な
る
。雙

岳
は
第
一
回
山
陰
詩
人
大
会
の
席
で
、
だ
じ
ゃ
れ
を
連
発
し
、
ラ
ッ
パ
節

⑯

を
一
局
唱
し
て
、
一
座
を
大
い
に
わ
か
せ
た
と
い
う
。

●
i

戊
申
十
一
月
念
三
日
米
子
錦
公
園
開
山
陰
詩
人
大
会
賦
次
横
山
耐
雪
韻

(
戊
申
十
一
月
今
日
、
米
子
錦
公
園
に
山
陰
詩
人
大
会
を
開
き
賦

す
、
横
山
耐
雪
の
韻
に
次
す
)

伯
芙
蓉
聳
入
双
眸
伯
芙
蓉
は
聳
え
て
双
眸
に
入
り

倚
尽
江
城
第
一
楼
倚
り
尽
す
江
城
第
一
の
楼

香
熟
黄
花
紅
葉
酒
香
り
は
熟
す
黄
花
紅
葉
の
酒

味
肥
紫
蟹
碧
鱸
秋
味
は
胆
ゆ
紫
蟹
碧
鱸
の
秋

灯
前
漫
舞
釼
光
動
灯
前
漫
に
舞
え
ば
鈑
光
動
き

壁
上
新
題
墨
気
流
壁
上
新
に
題
し
て
里
喜
加
る

今
日
煕
朝
多
楽
事
今
日
煕
朝
楽
事
多
し

不
妨
痛
飲
賦
豪
遊
妨
げ
ず
痛
飲
豪
遊
を
賦
す
る
を

伯
芙
蓉
は
伯
耆
富
士
、
大
山
。
後
半
、
宴
席
の
陽
気
な
気
分
が
と
ら
え
ら
れ

て
い
る

次
の
詩
も
雙
岳
の
陽
気
な
気
風
が
顔
を
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

印

古
中
秋
松
崎
水
亭
観
月
用
呉
梅
村
虎
邱
中
秋
新
霽
罰
(
古
中
秋
、
松
崎

水
亭
観
旦
呉
梅
村
『
虎
邱
の
中
秋
新
に
霽
る
』
の
韻
を
用
う
)

む
か

佳
会
激
良
夜
佳
会
良
夜
を
激
え

全
忘
百
不
平
全
く
百
の
不
平
を
忘
る

酒
軍
逢
大
敵
酒
軍
大
敵
に
逢
い

一
七

詩
陣
出
奇
兵
詩
陣
奇
兵
を
出
だ
す

は
る

雲
尽
天
途
遠
貫
き
て
天
途
か
に
遠
く

た

ま
す

更
闌
月
倍
清
更
闌
け
て
月
倍
ま
す
清
し

誰
家
貪
宴
賞
繋
家
か
宴
賞
を
貪
り
て

断
続
送
絃
声
断
続
し
て
絃
声
を
送
る
や

乙
巳
、
明
治
三
八
年
旧
暦
八
月
一
五
日
、
観
月
詩
会
で
の
作
。
観
月
詩
会
は

剪
社
の
重
要
な
年
中
行
事
で
、
活
動
停
止
ま
で
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
欠
か
さ
ず
に

開
か
れ
て
い
る
。
領
聯
の
奇
抜
さ
が
面
白
い
。

⑲

無
題
(
無
題
)

不
色
璽
臥
聖
代
民
負
か
ず
謡
歌
聖
代
の
民

百
年
偏
愛
苦
吟
身
百
年
偏
に
愛
す
苦
吟
の
身

黄
金
有
罪
誤
名
士
黄
金
罪
有
り
名
士
を
誤
り

由
髪
無
情
老
美
人
白
髪
情
無
く
美
人
を
老
い
し
む

秋
入
郊
壗
詩
思
爽
秋
は
郊
城
に
入
り
て
詩
思
爽
か
に

涼
吹
簾
模
酒
懐
新
涼
は
簾
帳
に
入
り
て
酒
懐
新
な
り

酔
余
従
是
宜
閑
読
酔
余
是
よ
り
閑
読
に
宜
し
く

先
払
躰
頭
満
畉
塵
先
ず
払
う
躰
頭
満
畉
の
塵

二
首
の
う
ち
の
一
首
。
製
作
時
期
は
不
明
。
晩
年
、
退
隠
後
の
感
懐
と
思
わ

れ
る
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
四
号

一
九
八
八
年
三
月

Ξ

三
島
睡
雨
に
つ
い
て
、
詩
綜
に
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

名
は
粲
松
江
の
人
、
釈
天
鱗
に
詩
を
学
ぶ
。
松
江
銀
行
頭
取
た
り
。
明



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
五

治
四
十
三
年
残
す
。
年
五
十
九
。

姓
名
録
に
は
い
う
。

松
江
銀
行
頭
取
松
江
市
魚
町
、
明
治
三
十
六
年
入
社
。
四
十
三
年
一
月

残
す
。

四
三
年
一
月
一
一
日
付
山
陰
新
聞
は
「
三
島
松
銀
頭
取
逝
く
」
と
題
し
て
、

死
亡
記
事
を
か
か
げ
、
そ
の
中
で
写
真
入
り
で
経
歴
を
紹
介
し
て
い
る
。
そ
れ

に
ょ
る
と
、
松
江
の
素
封
家
に
生
ま
れ
、
本
名
佐
次
右
衛
門
、
漢
学
を
雨
森
精

翁
、
漢
詩
を
河
野
天
鱗
に
学
び
、
明
治
二
二
年
松
江
銀
行
、
二
七
年
松
江
商
工

会
議
所
の
設
立
に
あ
ず
か
り
、
一
三
年
、
松
銀
頭
取
同
年
会
議
所
会
頭
と
な

り
、
そ
の
他
山
陰
貯
蓄
銀
行
頭
取
松
江
倉
庫
会
社
社
長
を
兼
ね
る
な
ど
、
県

下
の
各
種
銀
行
企
業
の
設
立
、
救
済
を
手
が
け
て
、
当
地
方
の
渋
沢
栗
こ

男
爵
と
称
さ
れ
た
。
四
一
年
山
陰
新
聞
が
投
票
で
選
定
し
た
島
根
実
業
家
十
傑

に
首
位
で
当
選
、
四
二
末
に
は
藍
綬
褒
賞
を
与
え
ら
れ
た
。
肥
満
の
体
躯
が
寿

命
を
縮
め
た
。
最
後
の
点
に
つ
い
て
、
当
時
は
国
民
の
問
に
貧
困
に
ょ
る
栄
養

不
足
が
広
が
っ
て
い
た
か
ら
、
肥
満
は
美
食
を
意
味
し
、
健
康
と
富
の
肉
体
的

表
象
と
さ
れ
て
い
た
。
剪
社
の
人
々
に
は
肥
満
者
が
多
く
、
琴
屋
、
耐
雪
、
藤

脇
松
軒
み
な
肥
満
者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
琴
屋
を
除
い
て
、
六
0
歳
以
前
に
世

を
去
っ
た
の
は
、
そ
の
こ
と
が
影
縛
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
日
付
の
山

陰
新
聞
に
は
「
父
佐
次
右
衛
門
儀
病
気
ノ
処
養
生
不
相
叶
昨
日
午
後
五
時
死
去

候
就
テ
ハ
明
十
二
日
午
後
六
時
出
棺
和
多
見
西
光
寺
二
於
テ
葬
儀
執
行
仕
候
」

と
の
男
博
吉
、
親
戚
総
代
絲
原
武
太
郎
他
四
名
連
名
の
広
告
が
あ
り
、
他
に
松

江
、
山
陰
貯
蓄
両
行
の
頭
取
死
去
、
松
江
商
工
会
議
所
の
会
頭
死
去
の
広
告

及
び
、
両
銀
行
の
頭
取
死
亡
の
た
め
三
日
午
後
を
臨
時
休
業
と
す
る
む
ね
の

広
告
が
載
っ
て
い
る
。

入
谷
仙
介

嗣
子
博
吉
は
佐
次
右
衛
門
を
襲
名
、
松
江
銀
行
頭
取
を
継
ぎ
、
県
会
議
員

市
会
議
長
と
な
っ
た
。
遺
族
は
今
も
魚
町
の
旧
宅
に
住
む
が
、
昭
和
二
四
年
の

白
潟
大
火
で
焼
け
た
た
め
に
旧
物
を
留
め
な
い
と
い
う
。

睡
雨
は
剪
泓
吟
社
創
立
以
来
の
社
員
で
、
森
槐
南
を
招
い
た
創
立
詩
会
に
も

出
席
し
て
い
る
。
床
凡
山
に
別
荘
が
あ
り
、
山
徐
水
緩
処
と
称
し
、
荘
内
に
相

宜
亭
を
置
き
、
詩
会
の
会
場
に
提
供
し
た
。
詩
は
剪
湘
集
巻
一
に
一
六
首
と
聯

句
七
、
巻
二
に
二
首
と
聯
句
二
、
一
黒
第
八
編
付
録
の
出
雲
名
勝
詩
文
に
二
首

第
一
七
編
に
一
首
、
第
四
四
編
に
二
首
出
雲
詩
綜
に
七
首
を
收
め
る
。
う
ち

名
勝
詩
文
の
二
首
と
、
詩
綜
の
う
ち
三
首
は
剪
泓
集
巻
一
と
重
複
、
一
七
編
の

一
首
は
四
四
編
と
重
複
し
て
お
り
、
差
引
き
二
四
首
と
聯
句
九
と
な
る
。

⑳

松
江
松
崎
水
亭
創
剪
泓
吟
社
席
上
分
韻
得
陽
(
松
江
松
崎
水
亭
に
剪
泓

吟
社
を
創
む
、
席
上
に
分
韻
し
て
陽
を
得
た
り
)

歩
出
城
閨
江
水
傍
歩
し
て
城
閏
を
出
づ
江
水
の
傍

板
橋
西
転
到
幽
荘
板
橋
西
に
転
じ
て
幽
荘
に
到
る

詩
詞
無
敵
名
為
白
詩
詞
敵
無
く
名
づ
け
て
白
と
為
し

う

践
圃
栽
花
姓
是
黄
践
圃
花
を
栽
え
て
姓
は
是
れ
黄
な
り

遠
寺
鐘
鳴
烟
寶
智
遠
寺
鐘
鳴
り
烟
寶
寶

前
汀
鷺
立
浪
蒼
蒼
前
汀
鷺
立
ち
浪
蒼
蒼

留
君
更
想
消
長
日
君
を
留
め
更
無
う
消
長
の
日

オ
,

侑
酒
優
游
未
夕
陽
酒
を
侑
め
て
優
游
し
未
だ
夕
陽
な
ら
ず

槐
南
が
評
し
て
「
一
た
び
脱
口
を
経
れ
ば
、
陳
亦
久
じ
て
新
と
為
る
。
杜
詩
云

働

知

う
『
白
や
詩
に
敵
無
し
』
又
云
う
『
黄
四
孃
の
家
に
花
は
践
に
満
2
 
点
化
し

て
意
の
如
く
な
ら
ざ
る
は
無
し
」
杜
甫
の
詩
句
を
借
り
て
、
槐
南
を
李
白
に
比

し
、
自
ら
を
、
杜
甫
を
も
て
な
し
た
村
の
女
黄
四
娘
に
比
し
、
大
詩
人
を
歓
迎

ノ＼



す
る
意
を
示
し
た
。

賜

松
江
山
陰
詩
会
次
村
上
松
村
韻
(
松
江
山
陰
詩
会
、
村
上
松
村
の
曹

次
t

古
国
風
煙
奇
蹟
多
古
国
の
風
煙
奇
蹟
多
く

倚
欄
指
点
幾
山
河
欄
に
倚
り
て
指
点
す
幾
山
河

鷲
花
占
勝
造
途
地
鷲
花
勝
を
占
む
造
途
の
地

鴎
鷺
尋
盟
浩
蕩
波
鵬
鷺
盟
を
尋
ぬ
浩
蕩
の
波

一
剣
斬
妖
記
霊
境

妖
を
斬
り
て
霊
境
を
記
し

剣

八
雲
呈
瑞
仰
神
歌
八
雲
瑞
を
呈
し
て
神
歌
を
仰
ぐ

群
賢
争
賦
当
年
事
群
賢
争
い
賦
す
当
年
の
事

笑
語
僅
然
情
更
和
笑
語
權
然
情
更
に
和
す

第
二
回
山
陰
詩
人
大
会
で
の
作
。
二
回
大
会
は
四
二
年
五
月
八
貝
松
崎
水

亭
で
開
か
れ
た
。
米
子
の
第
一
回
か
ら
半
年
ほ
ど
で
開
い
た
こ
と
に
な
り
、
意

帥

気
ご
み
が
察
せ
ら
れ
る
。
出
席
者
は
三
十
余
名
で
、
剪
社
か
ら
は
琴
屋
耐
雪
、

雙
岳
、
潜
斎
、
中
嶋
秋
圃
が
出
席
渡
辺
秋
涛
、
田
代
活
処
は
程
無
く
入
社
す

る
。
後
に
社
員
と
な
っ
た
団
野
蔵
六
、
加
島
洗
心
、
渡
辺
春
波
な
ど
の
顔
も
見

え
る
。
原
唱
の
村
上
松
村
(
一
八
五
四
1
一
九
二
己
は
弓
浜
半
島
上
道
村
公
7

境
港
市
)
の
人
、
小
学
校
長
女
学
校
長
等
を
勤
め
た
教
育
者
、
西
伯
地
方
の

漢
詩
人
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。
米
子
で
開
か
れ
た
第
一
回
大
会
で
、
島
根
の
横

山
耐
雪
が
原
唱
を
出
し
た
の
に
対
し
て
、
松
江
の
大
会
で
は
鳥
取
が
客
に
廻
っ

た
の
で
、
松
村
の
原
唱
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
松
村
は
剪
社
に
は

加
入
し
な
か
っ
た
。
原
唱
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

松
江
山
陰
詩
会
諸
賢
政
和
(
松
江
山
陰
詩
会
、
諸
賢
の
政
和
を
請
う
)

沢
国
古
今
形
勝
多
沢
国
古
今
形
勝
多
く

春
光
共
対
旧
山
河
春
光
共
に
対
す
旧
山
河

桃
花
水
暖
紅
如
錦
桃
花
水
暖
に
紅
は
錦
の
如
く

麦
穂
風
柔
緑
有
波
麦
穂
風
柔
か
に
緑
は
波
有
り

蔽
苦
甘
業
千
鳥
閣
蔽
苗
た
る
廿
業
千
鳥
の
閣

気
氣
神
藻
八
雲
歌
気
氣
た
る
神
藻
八
雲
の
歌

松
江
此
日
重
修
涙
松
江
此
の
日
重
ね
て
修
禳

觴
咏
好
将
追
永
和
觴
咏
好
し
将
に
永
和
を
負
わ
ん
と
す

第
五
句
は
、
出
雲
松
平
氏
の
善
政
を
、
「
甘
業
」
の
詩
に
歌
わ
れ
た
召
公
の
政

治
に
比
し
た
。
尾
聯
は
王
義
之
の
蘭
亭
の
故
事
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
四
号

一
九

西
川
潜
斎
に
つ
い
て
、
出
雲
詩
綜
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

マ
,

名
は
自
省
松
江
の
人
、
学
を
内
村
舮
香
に
受
く
。
医
を
業
と
し
、
眼
科

を
以
て
名
あ
り
。
宅
後
に
多
く
牡
丹
を
植
え
、
殿
春
園
と
称
す
。
明
治
四
十

岡

五
年
没
。
年
五
士
へ
著
に
潜
斎
遺
稿
あ
り
。

姓
名
録
に
は
次
の
よ
う
に
一
言
う
。

医
、
松
江
市
殿
町
、
明
治
川
六
年
三
月
入
社
、
四
十
五
年
三
月
没
。

劾

在
松
時
代
の
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー
ン
と
一
父
渉
が
あ
り
、
ハ
ー
ン
が
{
昌
居
し

、ノ

て
い
た
富
田
旅
館
の
娘
の
お
常
の
眼
病
を
憐
み
、
名
医
の
治
療
を
受
け
さ
せ
た

⑳

と
、
潜
斎
号
察
を
受
け
さ
せ
た
と
い
う
話
が
伝
わ
る
。
横
山
耐
雪
渡
辺

い秋
涛
が
い
ず
れ
も
眼
科
を
標
梼
し
て
お
り
、
同
業
者
と
し
て
の
交
際
が
あ
っ
た

も
の
に
違
い
な
い
。

潜
斎
遺
稿
は
縦
一
八
三
ミ
リ
、
横
三
ニ
ミ
リ
の
小
型
線
装
本
で
あ
る
。
表

四

一
九
八
八
年
三
月



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
五

紙
題
字
は
横
山
耐
雪
で
、
耐
雪
山
人
の
纂
字
の
印
が
あ
る
。
巻
頭
に
「
暢
叙
幽

情
」
の
村
上
琴
屋
の
題
字
が
、
二
丁
三
面
に
渡
っ
て
記
さ
れ
、
信
太
湘
北
の
序

が
一
丁
、
本
文
一
三
丁
、
本
文
末
尾
に
「
大
正
元
年
十
二
月
十
一
日
夜
、
松
心

詩
謝
に
拝
読
す
。
耐
雪
横
山
大
」
の
識
栗
あ
る
。
奥
付
に
ょ
る
と
、
大
正
二

年
五
月
廿
二
日
印
刷
、
同
年
五
月
廿
五
日
発
行
、
編
纂
及
び
発
行
は
松
江
市
殿

町
四
0
五
の
西
川
敏
行
、
末
次
本
町
二
六
の
市
岡
活
版
所
市
岡
乙
松
。
市
岡
活

版
所
は
、
耐
雪
の
没
後
剪
泓
詩
文
の
編
集
が
松
江
に
移
る
と
と
も
に
、
雑
誌

の
印
刷
を
引
受
け
た
印
刷
所
で
あ
る
。

泓
北
の
序
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

余
の
郷
に
在
る
日
、
潜
斎
西
川
君
と
詩
社
を
結
び
、
数
し
ば
其
の
殿
春
園

を
過
ぎ
り
て
牡
丹
を
賞
す
。
当
時
の
同
社
、
盡
箸
唱
和
す
る
こ
と
極
め
て
盛

ん
な
り
。
余
郷
を
去
る
後
社
友
相
い
継
い
で
凋
零
し
、
三
年
前
郷
を
省
す

れ
ば
、
則
ち
在
る
者
は
潜
斎
を
外
に
し
て
二
三
人
の
み
。
余
を
湖
亭
に
觴
し
、

故
を
道
い
、
往
時
を
追
念
し
、
相
い
与
に
嵯
嘆
し
て
別
る
。
今
夏
再
び
郷

を
省
す
れ
ば
、
潜
斎
も
亦
た
道
山
に
帰
せ
り
。
人
生
の
常
無
き
は
此
く
の
如

働
突
せ
ざ
ら
ん
と
欲
す
る
も
乍
侍
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
潜
斎
は
少
小
に
し

、

くて
鱸
香
翁
の
門
に
入
り
、
其
の
一
局
足
た
り
。
長
じ
て
医
を
東
都
に
学
び
、
尤

も
眼
科
に
精
し
。
還
り
て
業
を
松
江
に
開
ミ
名
声
藷
甚
な
り
。
治
を
乞
う

者
の
履
常
に
戸
外
に
満
っ
。
人
と
な
り
酒
脱
和
易
暇
有
れ
ぱ
即
ち
吟
詠

し
て
懐
を
遺
る
。
其
の
詩
、
必
ず
し
も
刻
苦
せ
ず
、
必
、
ず
し
も
彫
琢
せ
ず
。

而
し
て
神
清
く
韻
秀
で
、
自
然
に
し
て
妙
に
臻
る
。
余
毎
に
同
社
と
文
を
読

み
て
、
轍
ち
為
に
節
を
撃
っ
な
り
。
而
し
て
潜
斎
甚
だ
し
く
は
自
ら
愛
惜
せ

ず
、
散
逸
半
ば
を
過
ぐ
。
為
に
惜
し
む
べ
き
の
み
。
頃
ほ
い
、
社
友
横
山
耐

雪
、
遺
詩
を
輯
め
て
以
て
後
に
伝
え
ん
こ
と
を
謀
る
。
桾
披
捜
羅
し
て
古
今

入
谷
仙
介

五

潜
斎
は
四
四
年
一
 
0
月
七
日
、
境
町
(
現
境
港
市
)
の
錦
水
楼
で
開
か
れ
た
、

卯

第
四
回
山
陰
大
詩
会
ま
で
出
席
し
て
い
る
。
第
三
回
は
欠
席
し
て
い
る
か
ら
、

計
三
回
の
大
会
に
出
席
し
た
こ
と
に
な
る
。

訓

第
三
回
大
会
は
四
四
年
五
月
二
八
日
に
、
安
来
の
清
水
寺
で
開
か
れ
た
。
四

三
年
に
は
開
か
れ
ず
、
四
四
年
に
二
回
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。
翌
年
剪
社
に
加

体
如
干
首
を
得
、
贅
め
て
一
集
と
為
し
、
諸
を
手
民
に
付
し
、
遠
く
余
に
序

を
属
す
。
嵯
乎
、
余
は
天
涯
続
徒
し
て
且
に
十
年
な
ら
人
と
す
。
毎
に
故

む
ね

国
を
憶
い
、
旧
友
を
懐
い
、
存
没
の
感
、
一
た
び
懐
に
根
触
す
れ
ば
、
轍
ち

於
邑
し
て
日
を
累
ね
、
自
ら
已
む
能
わ
ず
。
況
ん
や
親
厚
す
る
こ
と
潜
斎
の

如
き
も
の
を
や
。
則
ち
常
に
力
を
端
し
て
之
を
不
朽
に
す
る
所
以
を
謀
る
。

然
る
後
に
し
て
始
め
て
平
生
に
負
か
ず
と
為
す
。
耐
雪
已
に
輯
詩
の
事
に
任

じ
、
桔
据
し
て
労
多
し
。
余
豈
に
独
り
不
敏
を
以
て
序
し
て
之
を
言
う
の
役

を
辞
す
べ
け
ん
や
。
乃
ち
数
語
を
題
し
て
之
に
還
す
。

大
正
紀
元
壬
子
(
元
年
)
十
月
泓
北
信
太
英
子
俊
市
柳
城
の
古
渡
の
小

寓
に
撰
す
。

柳
城
は
名
古
屋
の
別
名
。

潜
斎
の
詩
は
、
剪
湘
集
巻
一
に
二
九
首
と
聯
句
八
、
巻
二
に
七
首
と
聯
句
四

剪
詩
第
九
編
付
録
の
出
雲
名
勝
詩
文
に
一
首
第
一
七
編
に
一
首
第
四
四
編

に
二
首
出
雲
詩
綜
に
一
 
0
首
遺
稿
に
三
三
首
で
あ
る
。
詩
綜
の
う
ち
二

首
は
剪
湘
集
巻
一
と
重
複
す
る
。
遺
稿
以
外
の
詩
で
、
遺
稿
に
含
ま
れ
て
い
る

の
が
三
五
首
あ
る
。
差
引
き
総
計
一
四
四
首
と
聯
句
三
で
あ
る
。

あ
つ

二
0



盟
す
る
並
河
適
処
が
世
話
役
に
な
り
、
因
伯
雲
隠
の
詩
人
二
二
人
が
集
ま
り
、

水
戸
の
綿
引
東
海
備
前
の
瀬
野
旭
東
の
二
人
が
、
旅
行
の
途
中
、
来
賓
格
で

出
席
し
た
。
原
唱
は
村
上
琴
屋
剪
社
か
ら
は
横
山
耐
雪
、
井
上
井
蛙
が
出
席

し
て
い
る
。

第
四
回
大
会
に
、
潜
斎
は
、
た
ま
た
ま
公
用
で
松
江
に
出
張
し
て
い
た
村
上

琴
屋
と
誘
い
合
わ
せ
て
、
同
じ
汽
車
で
境
ま
で
出
か
け
、
車
中
、
聯
句
を
楽
し

ん
だ
。
世
話
役
は
加
島
洗
心
、
剪
社
か
ら
は
井
上
井
蛙
が
出
席
、
横
山
耐
雪
は

上
京
し
て
い
て
、
出
席
で
き
な
か
っ
た
。
会
を
追
っ
て
低
調
に
な
っ
て
き
た
こ

と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

肋

境
金
水
楼
山
陰
大
詩
会
席
上
作
(
境
金
水
楼
山
陰
大
詩
会
席
上
の
作
)

海
門
潮
落
送
漁
歌
海
門
潮
落
ち
て
漁
歌
を
送
り

風
露
蕭
々
滴
緑
簑
風
露
蕭
々
緑
簑
に
滴
る

一
棹
流
光
三
十
里
一
棹
流
光
三
十
里

蔚
藍
之
水
月
明
多
蔚
藍
の
水
月
明
多
し

こ
の
日
は
旧
暦
八
月
一
六
日
、
い
わ
ゆ
る
い
ざ
よ
い
の
月
の
夜
で
あ
る
。
原

唱
は
村
上
琴
屋
の
七
絶
三
首
。

東
京
の
永
阪
石
壊
か
ら
は
開
会
を
祝
う
書
簡
が
届
き
、
詩
を
寄
せ
る
旨
が
記

さ
れ
て
い
た
が
、
当
日
に
は
間
に
^
口
わ
ず
、
^
^
で
翌
日
に
届
い
た
。

辛
亥
古
中
秋
後
一
日
開
山
陰
大
詩
会
于
左
海
錦
水
楼
幹
事
加
島
村
上
両肋

君
折
簡
見
招
余
以
事
未
能
赴
因
用
老
杜
十
六
夜
翫
月
韻
賦
此
書
感

(
辛
亥
古
中
秋
後
の
一
日
、
山
陰
大
詩
会
を
左
,
海
の
錦
水
楼
に
開
く
。

幹
事
加
島
村
上
両
君
、
簡
を
折
り
て
招
か
る
。
余
事
を
以
て
未
だ
赴

く
能
わ
ず
。
因
り
て
老
杜
の
十
六
夜
翫
月
の
韻
を
用
い
て
、
此
に
賦

し
て
感
を
書
す
)

一
九
八
八
年
三
月

美
人
賑
万
里
美
人
畭
か
に
万
里

明
月
過
中
秋
明
月
中
秋
を
過
ぐ

天
下
論
詩
社
天
下
詩
社
を
論
じ
て

山
陰
占
上
流
山
陰
上
流
を
占
む

ま

今
年
還
負
約
今
年
還
た
約
に
負
き

故
事
易
牽
愁
故
事
愁
い
を
牽
き
易
し

途
想
琴
江
興
途
か
に
想
う
琴
江
の
興

応
同
謝
渚
舟
応
に
謝
渚
の
舟
を
同
じ
う
す
べ
し

大
会
で
は
、
次
回
は
石
壊
を
招
い
て
伯
州
鶴
湖
(
東
郷
池
)
で
開
く
こ
と
が

決
定
さ
れ
る
。

は
る
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三

こ
れ
よ
り
先
の
こ
と
に
な
る
が
、
四
三
年
の
中
秋
に
、
潜
斎
が
作
っ
た
次
の

詩
は
、
明
治
末
年
の
剪
社
の
気
分
を
よ
く
示
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

卿

中
秋
所
感
(
中
秋
所
感
)

曽
遊
憶
得
相
宜
亭
曽
遊
憶
い
得
た
り
相
宜
亭

凄
雨
愁
雲
掩
竹
肩
凄
雨
愁
雲
竹
肩
を
掩
う

不
似
今
年
今
夜
月
似
ず
今
年
今
夜
の
月

一
天
如
水
桂
花
馨
一
天
水
の
如
く
桂
花
馨
る

こ
の
詩
に
は
次
の
序
文
が
つ
い
て
い
る
。

と
も

去
年
の
中
秋
、
剪
泓
吟
社
諸
君
と
同
に
、
月
を
三
島
睡
雨
の
別
業
に
観
る
。

未
だ
碁
年
な
ら
ず
し
て
、
黄
雨
、
睡
雨
、
双
岳
相
い
踵
ぎ
て
即
世
す
。
其
の

他
の
吟
社
諸
友
も
、
多
く
他
邦
に
官
遊
す
。
松
江
に
は
唯
だ
活
処
井
蛙
あ

六



剪
湘
吟
社
史
稿
そ
の
五

る
の
み
。
恨
恨
し
て
林
示
ぜ
ず
。
依
り
て
此
の
作
有
り
。

「
他
邦
に
官
遊
す
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
生
存
し
て
い
る
社
員
の
状
況

と
し
て
は
信
太
泓
北
が
三
八
年
一
月
に
石
見
に
転
任
し
、
以
後
各
地
を
転
々

と
し
て
、
松
江
に
は
帰
ら
な
か
っ
た
。
渡
部
桃
践
は
四
0
年
五
貝
浜
田
高
等

女
学
校
校
長
と
し
て
、
村
上
琴
屋
は
四
三
年
四
月
、
隠
岐
島
司
と
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
赴
任
し
、
引
続
き
そ
の
職
に
あ
っ
た
。
井
川
收
軒
は
四
三
年
の
秋
に
東
京

に
転
居
し
て
い
る
。
け
っ
き
ょ
く
松
江
周
辺
に
残
っ
て
い
た
の
は
、
潜
斎
活

処
井
蛙
の
三
人
の
ほ
か
に
中
島
秋
圃
を
ふ
く
め
た
開
業
医
ば
か
り
で
あ
る
。

な
ぜ
秋
圃
を
あ
げ
な
か
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
潜
斎
は
殿
町
活
処
は
茶

町
井
蛙
は
法
士
只
秋
圃
は
佐
陀
で
、
や
や
遠
か
っ
た
た
め
か
も
し
れ
な
い
。

も
っ
と
も
、
秋
圃
は
一
回
、
二
回
の
大
会
に
は
出
席
し
て
い
る
が
、
三
回
、
四

回
は
欠
席
で
あ
る
。
活
処
も
そ
の
点
は
同
様
で
あ
る
が
、
他
の
詩
会
へ
の
出
席

も
、
こ
の
こ
ろ
秋
圃
は
小
ノ
く
、
や
や
不
熱
心
な
印
象
も
受
け
る
。

活
処
は
、
先
の
潜
斎
の
詩
に
次
韻
し
て
お
り
、
両
者
が
、
家
が
近
か
っ
た
だ

け
で
な
く
、
こ
と
の
ほ
か
親
{
岳
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

床
凡
山
頭
月
照
亭
床
凡
山
頭
月
亭
を
照
ら
し

誓
白
敲
句
夜
開
肩
憶
う
曽
て
句
を
敲
き
て
夜
肩
を
開
き
し
を

秋
風
今
夜
空
垂
涙
秋
風
今
夜
空
し
く
涙
を
垂
る

一
巻
詩
編
謄
墨
馨
一
巻
の
詩
編
騰
墨
馨
る

入
谷
仙
介

一
九
六
八
年
一
 
0
月
、
島
根
県
教
育
委
員
会
刊
行
。
木
幡
久
右
衛
門
の
項
目
の
筆
者
は

三
島
四
郎
。

②
「
分
韻
得
元
」
詩
の
自
注
に
「
拙
鏘
の
石
印
一
枚
を
(
信
太
泓
北
E
 
饅
す
。
文
に
白

く
『
努
力
加
餐
』
と
」

幼
剪
湘
集
巻
一

4
 
同
上
、
前
作
と
同
時
の
作
。

5
 
剪
誌
第
八
編
付
録
、
出
雲
名
勝
詩
文
。

⑥
出
雲
詩
綜
。

口
同
上
。

⑧
同
上
。

⑨
剪
詩
第
一
七
編
付
録
、
鴻
泥
詩
録
。

一
黒
第
四
四
編
付
録
、
山
陰
唱
和
集
。
出
雲
詩
綜
。
後
者
は
「
第
一
回
山
陰
大
詩
会
即

卯

事
(
第
一
回
山
陰
大
詩
会
即
事
)
」
に
作
る
。

W
 
剪
泓
集
巻
一

0

1

同
上
。

同
上
。

同
上
。

41⑮
製
作
年
代
不
明
。
黄
雨
は
家
に
伝
書
鳩
を
養
い
。
、
松
江
図
書
館
と
自
宅
と
の
連
絡
に
用

1

い
て
い
た
。
山
陰
新
聞
明
治
三
七
年
六
月
一
一
日
付
。

大
原
俊
二
「
山
陰
詩
人
群
像
」
(
日
本
海
新
聞
連
載
)
器
(
一
九
△
二
。
な
お
大
原
氏

⑮

が
翌
年
の
松
江
の
第
二
回
大
会
を
待
た
ず
に
病
い
に
倒
れ
た
と
す
る
の
は
誤
り
で
、
雙
岳

は
第
二
回
大
会
に
は
出
席
J

剪
泓
第
四
四
編
付
録
、
山
陰
唱
和
集
。

明
治
の
末
期
、
剪
社
は
有
力
同
人
が
相
い
次
い
で
松
江
を
去
り
、
あ
る
い
は

死
没
し
、
解
散
に
追
い
こ
ま
れ
か
ね
な
い
危
機
的
状
況
に
達
し
て
い
た
。
何
ら

か
の
打
開
策
が
計
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

ニ
ニ

(1刀
)王

①⑬⑫



剪
泓
集
巻
一
。

出
雲
詩
綜
。

剪
泓
集
巻
一
。

杜
甫
「
春
日
憶
李
白
(
春
日
李
白
得
う
)
」

杜
甫
「
江
畔
独
歩
尋
花
絶
句
(
江
畔
に
独
り
歩
し
て
花
を
尋
ぬ
絶
句
)
」

剪
詩
第
四
四
編
付
録
山
陰
唱
和
集
。

山
陰
新
聞
明
治
四
二
年
五
月
一
0
日
付
記
事
。

部
鶚
四
四
編
付
録
、
山
陰
唱
和
隹
六
。

命
日
は
六
月
二
八
日
。
松
陽
新
報
明
治
四
五
年
六
月
三
0
日
付
に
死
亡
広
告
、
男
敏
行
。

マ
フ

親
戚
長
谷
川
乙
之
助
ら
三
名
友
人
惣
代
村
上
琴
屋
ら
二
名
。
姓
名
録
が
三
月
と
す
る

の
は
誤
り
。

「
西
田
千
太
郎
日
記
」
明
治
二
三
年
三
月
一
 
0
日
。

山
陰
新
聞
明
治
二
三
年
三
月
一
八
日
付
記
事
「
へ
ル
ヌ
氏
に
関
る
雑
話
」

随
鴎
集
第
八
四
編
。
村
上
琴
屋
の
送
稿
。

随
鴎
集
第
八
0
編
。
横
山
耐
雪
の
送
稿
。

随
鴎
集
第
八
四
編
。
村
上
琴
屋
の
送
稿
。
原
三
首
の
第
一
首
。
出
雲
詩
綜
に
も
收
め
る
。

随
鵬
集
で
は
「
辛
亥
中
秋
後
一
日
開
山
陰
詩
会
於
伯
州
左
海
錦
水
楼
賦
得
三
絶
乃
希
吟
壇

諸
賢
高
和
井
請
晒
政
(
辛
亥
中
秋
後
の
一
日
、
山
陰
詩
会
を
伯
州
左
海
の
錦
水
楼
に
開
き
、

賦
し
て
三
絶
を
得
、
乃
ち
吟
壇
諸
賢
の
一
局
和
を
希
い
、
井
び
に
晒
政
を
詑
う
)
」
と
い
う
琴

屋
の
原
唱
を
掲
げ
た
あ
と
に
、
唱
和
と
し
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
題
は
詩
綜
に
ょ
っ
た
。

本
文
に
も
異
同
が
あ
り
、
随
鵬
集
に
ょ
っ
た
。
詩
綜
は
承
句
、
緑
が
短
転
句
、
流
光
三

十
里
が
只
宜
湖
銀
漢
、
結
局
、
蔚
藍
之
水
が
流
光
千
里
。

随
鴎
集
第
八
四
編
。

剪
泓
集
巻
二
。
潜
斎
遺
稿
に
も
收
め
る
。
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